
	記者発表（発表・資料配布）

	月／日

（曜）
	担当課（室）
	ＴＥＬ
	発 表 者

（担当係長）
	その他の発表・配布先

	８／２２

（火）


	水質課

　水環境係

下水道課

　指導係
	３３８４

４５０９
	課長　冨岡　寛美

（森川　格）

課長　谷川　俊男
　　（森岡　進）
	


平成１７年度末の生活排水処理率について

１　兵庫県の平成１７年度末の生活排水処理率は、昨年度より０．７ポイント上昇して９６．８％となり、昨年度と同様に全国第２位でした。
　　〔処理施設別の内訳〕
	種　　別
	平成１７年度末
	平成１６年度末

	下　水　道
	８９．１％
	８８．１％

	農業集落排水
（小規模集合処理施設を含む）
	３．４％
	３．５％

	漁業集落排水
	０．１％
	０．１％

	コミュニティ･プラント
	１．５％
	１．５％

	浄　化　槽
	２．７％
	２．９％

	計
	９６．８％
	９６．１％


　　
　　（評価と理由）

　・下水道の処理率が１．０ポイント上昇（下水道の整備の進捗による）

・農業集落排水は０．１ポイント減少（人口の自然減による）

・浄化槽は、０．２ポイント減少（暫定設置の浄化槽が下水道に切替りによる）
・地域別には、神戸、阪神南、阪神北、西播磨及び丹波地域で９９％以上となっている.

・淡路地域は一定の伸びがあるものの、６０．１％と低い状況（地形的に平地が少なく、処理場の場所選定の困難性に伴う建設着手の遅れによる）

現在、処理場建設も進んだことから、今後は下水道の管渠等の整備により、処理率の向上が期待できる。
　　　・今後、淡路地域も含め、市町ヒアリングを行い、より一層の処理率向上を指導する。
〔生活排水処理率の全国順位〕
	順位
	平成１７年度末

（（　 ）内は生活排水処理率）
	平成１６年度末

（（　 ）内は生活排水処理率）

	１
	東京都　（９８．９％）
	東京都　（９８．７％）

	２
	兵庫県　（９６．８％）
	兵庫県　（９６．１％）

	３
	神奈川県（９６．３％）
	神奈川県（９５．８％）

	４
	滋賀県　（９４．９％）
	滋賀県　（９４．３％）

	５
	大阪府　（９２．７％）
	大阪府　（９１．９％）

	全国計
	８０．９％
	７９．４％


　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

・平成１７年度は神奈川県との差が０．３→０．５ポイントに開いた。

・第１位の東京都との差は、２．６→２．１ポイントに縮まった。

２　本日、農林水産省、国土交通省及び環境省においても、平成１７年度末の全国の汚水処理人口普及状況（下水道、農業集落排水等、浄化槽、コミュニティ・プラント）の取りまとめ結果を記者発表しました（別添のとおり）。

　（注）「生活排水処理率」と「汚水処理人口普及率」は同義です。







